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・財を作るに際して助けてくれた仲間に感謝したい。 

・アドバイザーは何度も体験することが大切だと実感した。 

・財の合意形成ができなくても、統一見解に至るプロセスの大切さを改めて感じた。 

・新財を作る際の表題の工夫や備品など、経験を重ねることでモレが少なくなった。 

・失敗してもいいんだという場の空気があった。 

・一人一財に取り組むモチベーションの高さが凄かった。 

・財を提供する側と受け身側での違いがとても勉強になった。 

・人数によって情報カードの渡し方を工夫する経験ができた。 

・３名の方が初めてアドバイザーにチャレンジされたことに感銘を受けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わたしとＧＷＴ  横浜  石橋 枝吏乃さん  
ＧＷＴとの出会いは、市川で開催された三好先生の初級講座です。  

大学院で構成的グループエンカウンターに感銘を受け、プレス 

タイムや日精研で学ぶ中でＧＷＴを知り、10年以上横浜のメンバー 

と学習会を継続しています。 

ＧＷＴは大学キャリア科目と親和性が高く、入学時オリエンテー 

ションや授業の場づくり、関係構築力向上に有効です。毎年開催さ 

れる八王子セミナーハウスの大学教員セミナーでも体験学習プログ 

ラムとして導入され、文科省推奨のアクティブラーニングの本質だ 

と確信しています。 

大学は学生が社会に参画する準備の場、すなわちＧＷＴの目標で 

ある「自己発見」「他者発見」「参画協働意識」を醸成する場。 

今後も実践と研究に力を入れていく所存です。 

夏の学習会に参加して･･･ 

会費納入のお願い 
 

会員の皆様におかれましては、日頃より当協会の活動にご理解と 

ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

現在、当協会では会員数が減少し、会員の皆様の会費未納が重な 

りますと今後の健全な事業運営や活動の継続に大きな支障をきたす 

深刻な事態となっております。 

つきましては、まだ納入されていない会員の皆様は、今年度の 

会費 4,000円のお納めをお願い申し上げます。なお、規約により 

３年間納入が滞りますと、自動的に会員資格を喪失（退会扱い） 

いたしますので十分ご注意ください。 

当協会の活動を維持し発展させていくためには、会員の皆様お一人お一人のご支援が欠かせませ

ん。誠に恐れ入りますが、円滑な納入手続きにご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

なお、この件に関してご質問等がございましたら、協会ＨＰのお問合せフォームよりお問い合わせ

ください（協会の口座番号 P６参照）。同様に、住所や宛先等の変更がありましたら、協会ＨＰより

お知らせください。  （熊﨑） 


